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「
日
本
三
名
園
」

と
し
て
名
高
い

岡
山
県
の
「
後

楽
園
」
は
岡
山

の
夏
を
彩
る
メ

イ
ン
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
夜
間
特

別
開
園
「
幻
想

庭
園
」
を
開
催

し
ま
す
！ 

「
幻
想
庭
園
」
で
は
庭
園
内
は

照
明
や
ロ
ウ
ソ
ク
で
島
々
や
亭

舎
が
ほ
の
か
な
明 

か
り
に
照
ら
さ
れ
、 

曲
水
が
光
の
帯
と 

な
っ
て
浮
か
び
上 

が
る
情
景
は
、
ま 

さ
に
「
幻
想
庭
園
」 

！
岡
山
な
ら
で
は
の
名
園
で
ゆ

っ
た
り
贅
沢
な
時
間
を
過
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
♪ 

【
開
催
期
間
】 

７
月
２
９
日
～
８
月
１
５
日 

【
開
園
時
間
】 

 

１
８
時
～
２
１
時 

【
入
場
料
】 

 

４
０
０
円 

開
催
期
間
中
金
曜
日
は
浴
衣
着

用
の
方
は
入
園
料
無
料
で
す
！ 

【
開
催
日
】 

７
月
１
７
日
（
日
曜
日
） 

【
開
催
時
間
】 

１
８
時
～
２
１
時 

【
住
所
】
永
福
寺 

山
口
県
下
関
市
観
音
崎
町
８
の
２ 
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今月の紙面 

暑
い
夏
を
も
っ
と
熱
く
！
「
大
分
七
夕
ま
つ
り
」 

一
面
右
上 

一
夜
限
り
の
公
開
「
幽
霊
の
絵
の
掛
け
軸
」 

 
 

一
面
右
中 

ざ
・
体
験
記
「
日
本
一
の
富
士
山
」 

 
 

 
 

 

一
面
左
上 

初
夏
の
花
見
は
蓮
の
花
「
蓮
ま
つ
り
」 

 
 

 
 

二
面
右
上 

韓
国
Ｎ
Ｏ
１
リ
ゾ
ー
ト
「
ロ
ッ
テ
扶
余
リ
ゾ
ー
ト
」
二
面
中
上 

旅
遊
人
倶
楽
部
「
海
外
危
険
情
報
っ
て
何
？
」 

 

二
面
左
上 

大
分
市
最
大
の
お
祭
り
！ 

「
大
分
七
夕
ま
つ
り
」
は
、 

毎
年
８
月
第
１
週
の
金
・
土
・

日
（
旧
暦
の
七
夕
頃
）
に
、
大

分
市
内
中
心
に
て
開
催
さ
れ
る

大
分
の
夏
の
風
物
詩
！ 

中
心
部
商
店
街
は
色
鮮
や
か
な

七
夕
飾
り
で
彩
ら
れ
、
メ
イ
ン

会
場
を
武
者
姿
や
昇
り
龍
を
か

た
ど
っ
た
勇
壮
な
照
明
入
り
の

山
車
「
府
内
戦
紙
（
ぱ
っ
ち
ん
）」

が
威
勢
よ
く
練
り
歩
き
ま
す
！ 

「
府
内
戦
紙
」
は
山
車
の
内
部

か
ら
照
明
で
和
紙
に
描
か
れ
た

絵
を
照
ら
し
、
絵
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま

る
で
ぱ
っ
ち
ん
（
め
ん
こ
）
の

よ
う
に
見
え 

る
た
め
、 

「
ぱ
っ
ち
ん
」
と 

名
付
け
ら
れ 

た
こ
の
祭
り 

！
描
か
れ
た 

武
者
達
が
色 

鮮
や
か
で
且 

つ
、
大
き
い 

の
で
と
て
も
迫
力
が
あ
り
ま

す
。
で
き
る
こ
と
な
ら
、
見
る

よ
り
も
参
加
し
た
い
と
こ
ろ
で

す
よ
♪ 

 

入
社
し
て
間
も
な
い
１
２
月
、
慣
れ
ぬ

添
乗
準
備
を
し
な
が
ら
明
日
の
天
気
予

報
は
「
雪
」
嫌
な
予
感
は
し
た
が
、
そ
こ

は
新
人
「
何
と
か
な
る
さ
」
と
就
寝
。
当

日
、
家
を
出
る
前
に
交
通
情
報
を
確
認
し

「
特
に
問
題
な
し
」
小
雪
混
じ
り
の
中
、

集
合
場
所
へ
。
お
客
様
も
乗
車
し
予
定
通

り
出
発
。
ぎ
こ
ち
な
く
お
客
様
へ
の
案
内

を
す
ま
せ
都
市
高
速
入
口
へ
、
そ
の
時
バ

ス
の
無
線
が
「
都
市
高
速
通
行
止
め
」
す

ぐ
に
マ
イ
ク
を
取
り
お
客
様
へ
報
告
「
降

っ
た
ら
す
ぐ
止
ま
る
も
ん
な
～
」
と
お
客

様
も
慣
れ
た
も
の
。
多
少
の
渋
滞
の
中
、

太
宰
府
Ｉ
Ｃ
へ
！
そ
の
時
ま
た
無
線
が

「
太
宰
府
Ｉ
Ｃ
閉
鎖
」
も
う
少
し
早
け
れ

ば
と
悔
い
つ
つ
一
般
道
を
南
下
、
今
後
の

打
合
せ
を
し
た
く
て
も
先
が
見
え
な
い

渋
滞
・
・
・
久
留
米
付
近
に
つ
い
た
の
は

１
２
時
過
ぎ
。
予
定
で
は
昼
食
を
食
べ
て

い
る
は
ず
。
さ
す
が
に
焦
る
、
な
に
せ
今

日
の
泊
ま
り
は
「
指
宿
温
泉
」
そ
の
時
ド

ラ
イ
バ
ー
が
「
高
速
通
行
で
き
る
っ
ち
ゃ

な
い
か
な
？ 

行
っ
て
み
ろ
う
か
？
」
指

さ
す
方
向
に
光
明
が
、
遠
目
に
高
速
道
路

に
確
か
に
車
が
走
っ
て
い
る
！
期
待
を

胸
に
久
留
米
Ｉ
Ｃ
へ
！
高
速
道
路
へ
合

流
を
果
た
し
早
速
Ｐ
Ａ
で
休
憩
。
公
衆
電

話
へ
走
り
昼
食
予
約
の
変
更
、
ホ
テ
ル
へ

状
況
報
告
。
さ
っ
き
ま
で
引
き
返
そ
う
か

話
合
い
を
し
て
い
た
お
客
様
の
テ
ン
シ

ョ
ン
も
上
が
り
遅
め
の
昼
食
。
観
光
を
全

て
取
消
す
方
向
で
一
路
指
宿
へ
！
桜
島

Ｐ
Ａ
で
最
後
の
休
憩
し
よ
う
と
し
て
い

た
そ
の
時
！
目
の
前
に
あ
り
え
ぬ
渋
滞

発
生
！
「
何
？
事
故
？
」
陽
が
落
ち
た
真

っ
暗
な
高
速
上
で
バ
ス
は
ピ
タ
リ
と
止

ま
り
、
「
着
い
た
？
」
と
お
客
様
の
声
、

「
た
ぶ
ん
事
故
で
は
…
」
と
車
内
に
ア
ナ

ウ
ン
ス
。
こ
の
時
す
で
に
「
釣
り
バ
カ
」

「
寅
さ
ん
」
と
車
内
で
過
ご
す
手
段
を
使

い
き
っ
た
私
は
最
終
兵
器
に
手
を
伸
ば

す
「
初
代
水
戸
黄
門
」
。
１
時
間
以
上
高

速
道
路
で
足
止
め
さ
れ
到
着
し
た
の
は

２
２
時
。
宴
会
な
し
の
夕
食
へ
お
客
様
を

ご
案
内
し
、
「
明
日
の
出
発
８
時
で
す
。

本
日
は
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。
」
ほ
っ

と
ひ
と
息
ロ
ビ
ー
へ
向
か
っ
て
い
る
と

「
飲
み
行
く
よ
」
と
お
客
様
の
お
誘
い
。

も
ち
ろ
ん
同
行
で
す
。
「
お
ま
え
も
大
変

や
っ
た
な
～
」
っ
て
、「
い
や
い
や
い
や
、

お
客
様
の
方
こ
そ
で
す
よ
」
部
屋
に
帰
っ

た
の
は
２
時
過
ぎ
で
し
た
。
翌
日
は
快

晴
、
そ
の
後
は
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
新
米
添

乗
員
の
長
～
い
２
日
間
は
終
了
し
ま
し

た
。
今
は
そ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
も
良
い
経
験

で
あ
り
良
い
思
い
出
で
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

（
黒
川 

理
一
郎
）

祭
り
の
２
日
目
に
は
、
チ
キ
リ

ン
ば
や
し
市
民
総
お
ど
り
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
者
が
正

調
チ
キ
リ
ン
ば
や
し 

と
サ
ン
バ
チ
キ
リ
ン 

を
披
露
し
、
２
日
目 

の
祭
り
を
活
気
付
け 

ま
す
。
そ
の
後
に
行 

わ
れ
る
市
民
み
こ
し
は
、
前
日
の

府
内
戦
紙
よ
り
激
し
い
男
気
溢

れ
る
祭
り
で
、
上
半
身
裸
の
男
達

が
勢
い
良
く
神
輿
を
担
ぎ
ま
す
。

こ
の
お
祭
り
で
一
番
の
盛
り
上

が
り
を
見
せ
ま
す
。 

 

最
終
日
は
納
涼
花
火
大
会
が

行
わ
れ
、
豪
快
な
光
と
音
の
シ
ョ

ー
と
、
夜
空
に
大
輪
の
花
火
が
き

れ
い
に
映
え
、
花
火
大
会
が
終
わ

る
と
、
静
か
に
祭
り
は
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
迎
え
ま
す
。 

真
夏
の
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す
「
大

分
七
夕
ま
つ
り
」
お
薦
め
で
す
よ

♪ 

  

【
開
催
日
】 

 
 

８
月
５
日
～
７
日 

 

【
開
催
場
所
】 

 
 

大
分
市
内
中
心
部 

 
 

 

「中学１年生男子」か

ら投稿いただきました 

 僕は、日本一の富士山を見に静岡に行って来ました。着いて初めに思った事は、茶畑

が多い事です。山のほとんどが茶畑で、綺麗に段々に並んでいました。まず新金谷駅よ

り、大井川鉄道でＳＬに乗りました。蒸気機関車で、窓の開け方も違っていました。ト

ンネルに入ると真っ暗になりビックリしました。大井川沿いには、桜が咲いてとても綺

麗でした。駅や川沿い、橋の上でカメラを構えた人たちがたくさんいました。乗り心地

は、とても良かったです。次に白糸の滝に行きました。滝は、横に広くその水はすべて

雪解け水だと聞きました。ニジマスの塩焼きは、本当に美味しかったです。その後富士

山の周りにある湖に行きました。本栖湖、精進湖、西湖と周り、泊まりは河口湖温泉で

す。ホテルの部屋から富士山が綺麗に見えたのでスケッチしました。翌朝、忍野八海に

行きました。霊峰富士より湧き出でる泉だそうです。そこの水源は水深１０ｍ以上ある

のに、すぐそこにあるかのように下まで綺麗に見えました。大涌谷はすごく臭く黒いゆ

で卵が印象的でした。その後、芦ノ湖の遊覧船に乗って妹と甲板に出て遊びました。箱

根の関所跡も見えました。泊まりは、伊豆長岡温泉です。部屋が広く快適でした。3 日

目は修禅寺に詣り、土肥金山へと向いました。そこで、金の採掘を体験し採れた分は持

って帰りました。駿河湾をフェリーで渡りました。特別室だったので、眺めは良かった

ですが、残念な事に富士山は見えませんでした。清水港から、由比の桜海老を食べ、天

女の羽衣で有名な三保の松原に向いました。姉と妹と 3 人で浜辺を走り回りました。妹

は、海辺の砂浜は初めてなのに怖がらず同じ様に、はしゃいでいました。日本平からロ

ープーウエィで家康公が眠る久能山東照宮へ行きました。石段を駆け上がりふと、振り

返るととても見晴らしが良く静かな神聖な所でした。３日間で富士山を一周する旅でし

た。それぞれの場所で雄大な姿を見る事が出来ました。今度、ぼくは富士山に登るぞ！！ 

山
口
県
下
関
市
の
永

福
寺
に
伝
わ
る
「
幽
霊
の

絵
の
掛
け
軸
」
が
１
年
に

１
度
公
開
さ
れ
ま
す
。

「
幽
霊
の
絵
の
掛
け
軸
」

と
は
永
福
寺
の
下
に
住

ん
で
い
た
、
不
仲
な
両
親

を
案
じ
て
若
死
に
し
た

娘
が
幽
霊
と
な
り
住
職

の
枕
元
に
両
親
を
諭
し

て
ほ
し
い
と
懇
願
し
現

れ
た
姿
を
住
職
が
描
い

た
も
の
で
す
。 

実
は
心
や
さ
し
い
幽

霊
！
「
幽
霊
の
絵
の
掛
け

軸
」
を
公
開
し
た
こ
と
か

ら
『
幽
霊
ま
つ
り
』
と
な

り
ま
し
た
。
お
堂
の
前
で

焚
か
れ
る
線
香
に
あ
た

る
と
無
病
息
災
で
過
ご

せ
る
と
か
！
蒸
し
暑
い

夏
の
夜
、
や
さ
し
い
幽
霊

に
一
目
会
い
に
行
き
ま

せ
ん
か
？ 
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蓮
の
花
を
た
っ
ぷ
り
堪

能
し
た
後
に
は
チ
ョ
ッ
ト

歴
史
探
検
立
ち
寄
り
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
♪ 

    

  

筑
豊
地
区
で
は
見
慣
れ

た
観
光
名
所
「
炭
鉱
跡
地
」

チ
ョ
ッ
ト
立
寄
っ
て
み
ま

せ
ん
か
！ 

福
岡
県
大
牟
田
市
・
熊
本

県
荒
尾
市
一
体
を
中
心
に

操
業
さ
れ
て
き
た
三
井
三

池
炭
鉱
の
遺
産(

堅
坑
櫓

跡
、
炭
鉱
鉄
道
跡
、
港
湾

等)

は
、
筑
豊
に
は
な
い
発

見
が
で
き
る
こ
と
間
違
い

な
し
で
す
！ 

大分県の日田市豆田町で静か～なブームを呼んでいる

ものがあります。それは…気軽に食べ歩きができる「う

なぎ焼おにぎり」です。お店の前を通ると、うなぎ蒲焼

の香りが！行列の中を覗いてみると焼きおにぎり！いた

屋本家の「うなぎ焼おにぎり」と書いてありつい「一個

くださ～い♪」と１９０円を払い、その場で食べ歩き！

うなぎ蒲焼のタレがおにぎり全体に塗られていてなんと

真ん中にはうなぎが入っています。メッチャ！美味しい

です。うなぎ好きの人はもちろん！ 

「うなぎはちょっと…」って方でも 

おにぎりとなると美味しい！って言 

ってしまうかもしれませんよ。豆田 

散策のおともにどうぞ♪ 

６
月
か
ら
咲
く
舞
姫
蓮
（
ま

い
ひ
れ
ん
）・
紅
舞
姫
蓮
（
べ

に
ま
い
ひ
れ
ん
）
・
大
賀
蓮

を
皮
切
り
に
紫
陽
花
（
あ
じ

さ
い
）
を
背
景
に
し
て
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
蓮
の
花
が
咲

き
乱
れ
ま
す
！ 

「
里
や
ま
」
は
、
段
々
畑
形

式
の
古
代
蓮
園
を
登
っ
て

進
む
と
回
遊
式
庭
園
に
な

っ
て
お
り
、
蓮
池
や
睡
蓮
池

が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
時
期
、
睡
蓮
も
蓮
に
負

け
じ
と
桃
色
や
白
色
の
可

憐
な
花
を
咲
か
せ
皆
様
を

お
待
ち
し
て
ま
す
よ
！ 

 

【
開
花
時
期
】 

６
月
末
～
７
月
末 

【
場
所
】 

 

熊
本
県
山
鹿
市
鹿
央
町 

 
 

 
 

 
 

 
 

岩
原 

 

気になる質問やご意見・ご感想はメール又はＦＡＸでお受けしております！ 

nogata@tabiland.jp      0949-29-7778 

 

 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 

株式会社旅ランド田川営業所 
（社）全国旅行業協会正会員 
福岡県知事登録旅行業第２－５２８号 
〠826-0021 

福岡県田川市桜町 1 番 17 号 

TEL:0947-49-2222 

FAX:0947-49-2223 

営業時間 9:30～18:00(平 日) 

      9:30～14:00(土曜日) 

旅の掲示板 「旅遊人倶楽部」  

株式会社旅ランド本社営業所 
（社）全国旅行業協会正会員 
福岡県知事登録旅行業第２－５２８号 
〠822-0027 

福岡県直方市古町４番９号 

TEL:0949-29-7777 

FAX:0949-29-7778 

営業時間 9:30～18:00(平 日) 

      9:30～14:00(土曜日) 

こんにちは！旅ランドのたびこです。「ふれあい動

物園」って色々な観光地にありますよね！１度は入っ

て可愛い動物と触れ合う経験してみようと思い入場

しましたが・・・甘い想像はすぐに打ち砕けました（泣）

ラマやヤギが放飼いされた所で、入場する人間は餌を

持っていると動物達は思っているのか凄い勢いで群

がって来ました！あまりの動物達の「餌ちょーだい」

アピールの怖さにたびこ達はタジタジ！周りの人達

は優雅に餌をあげたり触ったりしてる横をひたすら

逃げるしかなく、恐怖のあまり公園内を猛ダッシュで

出口へ走りました（苦笑）思えば動物が苦手なたびこ

が何故動物と触れ合おうなんて思ったのか・・・今で

も不思議なたびこなのです・・・。 

■ 「十分注意してください。」 その国・地域への渡航、滞在に特別な注意 

が必要であること。危険を避けていただくことを、おすすめするもの。 

■ 「渡航の是非を検討してください。」 渡航に関し渡航の是非を含めた検

討をいただき、渡航される場合には十分な安全措置を講じることをお薦め

します。 

■ 「渡航の延期をお勧めします。」 その国・地域への渡航は、どのような

目的であれ延期をおすすめし、現地に滞在している日本人の方々に退避の

可能性の検討・準備を促すことがあります。 

■ 「退避勧告・渡航延期してください。」 その国・地域に滞在している全

ての日本人に対し、滞在地から安全な国・地域への退避（日本への帰国含

む）を勧告するものです。この状況では当然のことながら新たな渡航は延

期することが望まれます。 

※詳しくは外務省ホームページにて確認して下さい。 
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石
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緑
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羅
漢
寺
に
来
て 

 
幸
願
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◆
温
泉
は 

 
 

 

何
が
な
ん
で
も 

 

美
肌
の
湯 

「
今
号
も
た
く
さ
ん
の
投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」 

旅
行
に
関
す
る
熱
い
思
い
！
・
感
動
！
・
ハ
プ
ニ
ン
グ
！
・
笑
い
！

な
ど
を
、
ど
し
ど
し
御
投
稿
下
さ
い
！
俳
句
も
大
歓
迎
で
す
！ 

新しいリゾート地♪車でソウルから

約２時間、釜山から約３時間！忠淸南

道扶余郡に「ロッテ扶余リゾート」！！ 

「ロッテ扶余リゾート」は、敷地約３

万２千㎡！外観は韓屋の伝統美を現代

的に建築され、ＶＩＰルーム・ファミ

リールームなど様々な客室で構成され

ています！付帯施設は人工波のプール

やスパ、室内ア 

クアプールさら 

にキッズルーム 

を揃えています 

よ♪２０１４年までに「プレミアムア

ウトレット、エコゴルフ場、百済テー

マ庭園、水耕空間であるソンファ湖、

ロッテ子どもワールド、スパビレッジ

＆センター、ファームパーク、ゴルフ

ビレッジなどの各種施設が誕生しま

す！  

また隣接に「百済文化団地」があり歴

史体験もできます。新しい韓国を味わ

いたい方おすすめですよ♪ 

熊
本
県
山
鹿
市
に
あ
る

鹿
央
古
代
の
森
交
流
施
設

「
里
や
ま
」
は
蓮
の
花
の
種

類
の
多
さ
が
九
州
で
は
珍

し
い
観
光
地
と
し
て
、
開
花

季
節
に
な
る
と
九
州
各
地

か
ら
集
ま
る
人
気
ス
ポ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

「
蓮
の
花
は
お
釈
迦
様
の

花
」
と
し
て
広
く
知
れ
渡

り
、
そ
の
優
美
な
花
形
と
色

合
は
、
観
る
人
の
心
を
和
ま

せ
て
く
れ
ま
す
よ
ね
。 

蓮
の
花
は
早
朝
に
開
花
す

る
の
で
、
見
事
に
綺
麗
に
咲

く
花
を
観
賞
す
る
に
は
午

前
中
が
お
薦
め
で
す
よ
！ 

     

「海外危険情報」とは渡航や滞在に於いて特に注意が必要と考えられる

国や地域に対する情報で外務省より発出されています。その国や地域の治

安情勢等を総合的に判断し、それぞれに応じた安全対策の基準をお知らせ

するものです。危険情報は各対象地域を４つのカテゴリーに分け危険の度

合いにて示しています。 


